
１．適正な定員管理への取組

（１）適正な定員管理

　　▽平成29年４月１日 １，０４７人

　　▽平成30年４月１日　　　　　　　　 １，０３６人

△１１人

　【主な増員要素】

　①臨時・非常勤職員に係る制度改正への対応

　②住民情報システムの３市共同利用（自治体クラウド）への対応　ほか

　【主な減員要素】

　①栄保育園の民営化

　②業務の見直し　ほか

　　　　　　　　　　　　　

（単位：千円）
H29決算節減額
(H28-29)

H29予算節減額
(H28-29)

２．歳出削減への取組 201,171 232,506

（１）適正な定員管理 36,000 72,000

　①正規職員の減員（＠9,000*4名） 36,000 72,000

（２）事務事業の見直し 12,675 18,607

　①学校生活協力員・ハートフルフレンド等の学校支援員への一本化 2,259 6,278

　②言語訓練事業の廃止 164 234

　③訪問指導事業の廃止 － 32

　④入浴券支給事業の見直し 97 95

　⑤家具転倒防止器具取付事業の見直し 58 293

　⑥障害者難病手当の見直し　※平成28年度からの継続 9,168 10,400

　⑦放射線定点測定委託の廃止 259 467

　⑧地域ものづくり力発見事業の廃止 200 200

　⑨各種スポーツ関連教室の見直し 470 608

（３）事務の効率化・事務処理経費の削減 80,001 62,800

　①電力供給契約関連 69,021 60,000

　②競輪場従事員退職者不補充 10,980 2,800
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（４）補助金・負担金の見直し 13,231 19,835

　①青少年委員会補助金の廃止 150 150

　②住宅建築資金等利子補給の廃止 － 65

　③中小企業CO2排出量削減事業施設改修費等補助金の要件見直し 4,201 10,000

　④新体系通所サービス事業所運営費補助金の見直し 8,880 9,620

　　　※平成28年度からの継続

（５）繰上償還及び借り換えによる利子軽減 59,264 59,264

　①中央図書館等割賦金の繰上償還及び借り換え 52,677 52,677

　②東京都区市町村振興基金の借り換え 375 375

　③北口第一駐車場割賦金繰上償還 6,212 6,212

３．歳入増加への取組 52,237 17,195

　①市有地売払（26件） 35,031 －

　②広告料収入の確保 7,206 7,195

　③施設命名権（市民会館ネーミングライツ）収入 10,000 10,000

４．受益者負担の見直し 174,269 148,005

　①国民健康保険料の改定 174,269 148,005

（単位：千円）

H29決算節減額 H29予算節減額

２．歳出削減への取組 201,171 232,506

（１）適正な定員管理 36,000 72,000

（２）事務事業の見直し 12,675 18,607

（３）事務の効率化・事務処理経費の削減 80,001 62,800

（４）補助金・負担金の見直し 13,231 19,835

（５）繰上償還及び借り換えによる利子軽減 59,264 59,264

３．歳入増加への取組 52,237 17,195

４．受益者負担の見直し 174,269 148,005

計 427,677 397,706
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